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類を PCR-DGGE 法によって把握し、電気泳動により分離したバンドを 1 本につき 1 種と
定義して群集を解析した。 
 まず、河川上流域から河口までの石上付着性菌類の群集構造を詳細に調べ、種の豊富さ
は秋に下流域に向かって有意に増加すること、その群集構造は上流と下流との間で入れ子
構造にはなっておらず、多くの構成種が入れ替わることを示した。これらの結果は、河川
周辺の植生や土地利用に応じた水質や有機物の変化にともなって石上付着性菌類の群集構
造が空間的に変化することを示唆している。そこでこの可能性を検証するため、菌類の種
組成と、河川に溶存する有機物や栄養塩の量、および土地利用や被覆との関係を調べた。
その結果、名取川の石上菌類群集の種組成の流程間での違いは土地利用や被覆と密接に関
係していることを示した。すなわち、河川の石上付着性菌類の群集構造は、河川の水質や
溶存有機物量だけでなく、集水域の土地利用や被覆の変化によって供給される多様な有機
物にも支配されていることを示した。さらに石上の付着藻類の成長・繁殖と菌類の群集構
造との関係を野外での操作実験により調べたところ、藻類は多様な菌類の定着や成長を促
進するだけでなく、菌類の群集構造を変化させることを明らかにした。 
 これら一連の研究は、河川における石上付着性菌類群集の時空間動態を初めて明らかに
したものであり、これまで殆ど知見のなかった石上付着性菌類群集の動態や生物間相互作
用を解明する契機となる研究として評価出来る。特に、河川の石上付着性菌類群集が河川
に溶存する栄養塩や有機物量だけなく、土地利用や被覆の変化に応じた供給有機物の多様
さにも依存していることを示した成果は説得力があり新規性がある。これらの成果は、自
立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。したが
って，三浦彩提出の論文は博士（生命科学）の博士論文として合格と認める。 
